
Sustainability & Climate Initiative（SCI）
ご紹介資料

デロイト トーマツグループ



目次

1 Sustainability & Climate Initiative（SCI）について 3

2 サービスライン 5

3 関連書籍 11

4 SCIリーダー紹介 16



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.3 Sustainability & Climate Initiative © 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

Sustainability & Climate Initiative（SCI）
について
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Europe

Sustainability & Climate Initiative（SCI）

SCIとは、サステナビリティ・気候変動（S&C）領域において
デロイトの有する専門性と総合力をグローバルレベルで結集した、グループ横断組織です
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サステナビリティ・気候変動（S&C）領域におけ
る技術や制度に関する知識、深い業界理解な
ど、高度な専門性を有するプロフェッショナルの力
を結集します。

「監査・保証業務」、「リスクアドバイザリー」、「コ
ンサルティング」、「ファイナンシャルアドバイザリー」、
「税務・法務」のファイブビジネスが専門領域を超
えて結集します。

SCIを起点として、デロイトグローバルネットワークの
相互連携を促進し、国内に留まらず、グローバル
かつ最先端の知見を結集します。

高度な専門性 ビジネスの垣根を超えた総合力 グローバル連携
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サービスライン
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Sustainability & Climate関連主要サービスマップ

「戦略」領域やガバナンス・インパクト評価等の「経営管理・開示」領域、サプライチェーン
管理や脱炭素ソリューション等の「トランスフォーメーション」領域の知見も提供しています
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SCI関連
主要サービス

Materiality, 
Vision & target

Strategy

Capital 
planning

Workforce 
capabilityOperations

M&A 
& 

divestment

Governance 
&

sustainment

Measurement, 
reporting, 

& 
assurance

 ESGデータドリブン経営
 マテリアリティ分析
 ESG目標・KPI設定

 グリーンポートフォリオ構築
 次世代エネルギー事業戦略策定
 洋上風力入札支援

 ICP導入アドバイザリー
 カーボンニュートラル関連優遇措置の調査・
取得支援

 サステナブルファイナンス

 コミュニティドリブン・エコシステム
 人的資本・組織変革
 人権デューデリジェンス

 カーボンマネジメント
 GHG排出量の算定
 サプライチェーンマネジメント

 デューデリジェンス
 ESG投資基準策定
 ファイナンス実行支援

 非財務情報開示支援
 サステナビリティ・

ESG情報保証業務
 ESGデータと企業価値の相関分析

 リスクマネジメント体制構築
 サステナブルガバナンス構築支援
 CSRモニタリング・
報告体制構築支援
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RISK & OPPORTUNITIES INTO STRATEGY

Materiality, 
Vision & target

企業活動努力をタイムリーに企業価値
に繋げる経営管理基盤として、意思決
定のためのInputおよび企業活動の結果
のOutputのデータ／アナリティクス基盤を
整備します。

マテリアリティ分析

投資家や顧客をはじめとするステークホル
ダーの要請、自社にとっての重要性をど
のように評価し、マテリアリティを特定して
いくかについてのアドバイスを提供します。
また、様々な知見をもとに、各企業の状
況に応じたマテリアリティの特定を支援し
ます。

ESG目標・KPI設定

ステークホルダーエンゲージメントを通じて
特定されたリスク・機会を踏まえて、企業
が目指すべきESG目標・KPIの設定支援
を行うだけでなく、目標を達成するための
企業の体制構築に係るアドバイスも提
供します。

ESGデータドリブン経営

グリーンポートフォリオ構築

サステナビリティを各種の経営管理施策
と一体的に推進するために、事業の色
分けと施策の重みづけのアプローチを採
用したグリーンポートフォリオ・マネジメント
導入を支援します。

次世代エネルギー事業戦略策定

再生可能エネルギー、水素など革新的
なエネルギーインフラの専門家を結集した
次世代エネルギチームを組成し、クライア
ントの課題解決を官民双方から支援し
ます。

洋上風力入札支援

次世代エネルギー領域の知見を幅広く
有しており、洋上風力入札支援などの
官民連携を含む大型プロジェクトの組成
に関するサービスを提供します。Strategy
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LEADERSHIP &  TRANSFORMATION（1/2）

企業独自の炭素価格により炭素排出
量を金額換算し、脱炭素化投資・対策
の意思決定に活用するために、炭素価
格の決定、運用ルールとプロセスの整備
を支援します。

カーボンニュートラル
関連優遇措置の調査・取得支援

カーボンニュートラルに向けた投資促進税
制等の関連する優遇措置の調査、取
得可能性の検討、及び申請に係る助
言を提供します。

サステナブルファイナンス

サステナブルファイナンスを活用するにあ
たってのフレームワーク策定やバランスシー
トマネジメントを含む財務戦略の策定を
支援します。

ICP導入アドバイザリー

コミュニティドリブン・エコシステム

産業・企業を超えたアセットの掛け合わ
せによるUXの創出とクロスセクターでの持
続可能なモデルの構築を、デロイトがリー
ドするESG/サステナビリティ領域のコミュニ
ティと各テーマの専門家をチームアップする
ことで支援します。

人的資本・組織変革

組織ケイパビリティ構築という経営アジェ
ンダの横断領域に対し、経営×人事等
の観点から、トップとミドルを繋ぎ、変革
を推進するような仕組み構築を支援しま
す。

人権デューデリジェンス

人権方針の策定や人権リスクの特定、
リスクアセスメントやモニタリング評価と
いった人権デューデリジェンスの一連のプロ
セスに関するアドバイスの他、従業員への
人権教育等、企業の人権に関する
様々な問題に関してアドバイスを提供し
ます。

Capital 
planning

Workforce 
capability
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LEADERSHIP &  TRANSFORMATION（2/2）

自社およびサプライチェーンのGHG排出量
について、リスクや開示に係る様々な要
件を統合的に管理し、継続的にモニタリ
ングするプラットフォームの構築を支援しま
す。

GHG排出量の算定

GHG排出量可視化基盤の構築し、再エ
ネ・省エネ率の改善に向けた基準となる
データ収集を実施します。また、具体的
な算定運用を開始するとともに、製品別
GHG排出量の開示ならびに、排出量削
減効果に向けた取り組みを支援します。

サプライチェーンマネジメント

非財務情報を含むサプライチェーンに関
するリスクの収集・評価を行い、ESG・サ
ステナビリティの観点を踏まえた、サプライ
ヤーのリスクマネジメントを行います。また、
サプライチェーン全体のGHG排出量算定
から、排出権調達も含めたサステナビリ
ティ経営の推進までを包括的に支援する
サービスを提供しています。

カーボンマネジメント

デューデリジェンス

デロイト トーマツ グループのサステナビリ
ティ、財務、法務、税務、人事などの専
門家の協働体制のもと、財務価値・非
財務価値双方を考慮した総合的な
ディール・サービスを提供します。

ESG投資基準策定

投資基準（設備投資・投融資）およ
び投資評価プロセスにESGを考慮した評
価基準を設けます。また、ESGリスクに応
じたハードルレート設定を支援します。

ファイナンス実行支援

資金調達のアレンジや金融機関との条
件交渉など、ファイナンスの実行に関して
包括的に支援します。

Operations

M&A 
& 

divestment
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MANAGEMENT & DISCLOSURE

ESG・人権コンプライアンス統制や環境リ
スクマネジメントの強化、組織風土改革
を含めたリスクマネジメント体制の構築を
支援します。

サステナブルガバナンス構築支援

サステナブル関連のKPI・KRIを含むデータ
を、統合データ基盤で一元化して業務
効率を高めつつ、本社部門による適切
な権限設計により、効果的なガバナンス
体制の構築を支援します。

CSRモニタリング・報告体制構築支援

個々のCSR活動のパフォーマンスを適切に
把握することは、CSRのPDCAサイクルを
回す上でも、外部への説明責任を果た
す上でも、必須の活動です。CSR活動の
パフォーマンス情報の報告体制構築と、
活動状況の客観的なモニタリング体制
の構築および実施を支援します。

リスクマネジメント体制構築

非財務情報開示支援

マルチステークホルダーを意識した企業価
値向上の観点から、サステナビリティ報
告、TCFD開示、生物多様性開示等の
非財務情報の開示内容の検討・作成
を支援します。

サステナビリティ・ESG情報保証業務

企業のCSR・環境情報のデータ管理の精
度向上やCSR・環境報告書等の信頼性
向上のため、独立した第三者機関として
保証を実施します。

ESGデータと企業価値の相関分析

企業がESGデータ（非財務情報）の企
業価値への影響を定量的に分析し、経
営管理に活用するためのアドバイザリー
サービスを提供します。

Governance 
&

sustainment

Measurement, 
reporting, 

& 
assurance
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関連書籍
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脱炭素化に向けた情報発信（1/4）

2050年カーボンニュートラル実現に向けビジネスと社会のあり方を抜本的に変革する
グリーントランスフォーメーション（GX）の推進を提唱します

Sustainability & Climate Initiative12

グリーン・トランスフォーメーション戦略日経MOOK（2021年10月）

出版概要
発行 日本経済新聞出版
著者 デロイト トーマツグループ
売価 1,980円（税込）

カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーの考え方が進む世界において、
日本企業が今こそ取り組むべき「グリーン・トランスフォーメーション(GX)」の

進め方を、24名のプロフェッショナルが示す

目次

 日本がカーボンニュートラルの世界を実現するには、従来の脱炭素の取り組
みに加え、物質とエネルギーの両面から資源循環を包括的に捉え、その最
適化を通じて環境負荷と社会的なコストを持続的に低減させることが重要。

 さらに、こうした取り組みを率先する企業に資本市場を通じて資金が供給さ
れる仕組みを拡充することが求められる。

 本書は、こうした包括的な視点に立ち、物質、エネルギー、資金の3つの側
面から、ビジネスと社会のあり方を抜本的に変革するGXの推進を提唱する
もの。

長期的視点に立った変革に日本企業の勝ち筋がある
カーボンニュートラル達成に必要な「GX戦略」
カーボンニュートラルとサーキュラーエコノミーの同時実現
「GX戦略」の基軸となる変革の方向性
「GX戦略」を経営に実装する
「GX戦略」を実現する注目のグリーンテクノロジー

巻頭対談
Part 1

Part 2

Part 3

Part 4

Part 5 

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/get-connected/pub/books/management/gx-mook.html
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カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーを中心とした、
昨今の気候変動対応は、高度経済成長期に顕在化した
公害問題から数えて、これで4度目の「ブーム」になる。
これをわれわれは「サステナビリティ4.0」と呼ぶことにした

脱炭素化に向けた情報発信（2/4）

「サステナビリティ4.0」は社会を新しく創る時代であり本書では真の環境価値を追求する
日本企業の強みを活かし気候変動対応で世界をリードするための道筋を照らします

目次
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 サステナビリティ4.0は社会を新しく創る時代であり、その社会に向けて多くの新しい
事業モデル・技術が求められている。

 気候変動対応に対して「やらなければならない」後ろ向きな思考でなく、新規事業
開発・事業発展を実現する前向きな事業機会の宝庫であると捉えると、新しい事
業モデル・技術の実現に伴う成長のチャンスを掴むことが出来ると考えている。

 真の環境価値を追求する日本企業の強みを活かし、気候変動対応で世界をリー
ドするための道筋を照らす1冊。

50年早まった気候変動対応
サステナビリティ4.0で日本の競争力を創るヒント
気候変動解決への挑戦
サプライチェーンの変革に伴って訪れる大きな事業機会
素材・エネルギー産業の変革が気候変動対応の鍵を握る
サステナビリティ4.0の先を見据えて

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

Sustainability4.0 日本企業が挑戦すべき「気候変動対応」

出版概要
発行 東洋経済新報社
著者 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社
売価 1,870円（税込）

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/get-connected/pub/books/management/sustainability-4-0.html
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脱炭素化に向けた情報発信（3/4）

デロイト トーマツ リスクアドバイザリーの英知を結集した書籍
『リスクマネジメント変化をとらえよ』を出版しました

Sustainability & Climate Initiative14

経済安保、人権問題、自然災害、
サプライチェーンリスク、FCPA、サイバー、サステナビリティ･･･。
企業は日々想定外のリスクに直面している。
だが、リスクを恐れずテイクせねば成長もできない。
リスクに対する基本的な考え方と必要な取り組み方を、
詳細に解説した経営者・ビジネスパーソン必読の1冊！
＜書籍紹介特設サイトはこちら＞

リスク及びリスクマネジメント全体をカバーした
不確実性の高い時代にリスクテイクするための必読書

丸善丸の内本店
ビジネス書ランキング2位
※丸の内本店週間ベストセラー
（2022年12月8日～12月14日）

『リスクマネジメント 変化をとらえよ』

第1章 リスクマネジメントは経営そのもの
第2章 リターンを生むための戦略リスクマネジメント
第3章 事業リスクに共通するサプライチェーンリスク
第4章 DXで高まるサイバーセキュリティリスク
第5章 賢くリスクテイクできる態勢を整える
第6章 体系的に情報を集め意思決定を高度化する
第7章 データアナリティクスでリスクマネジメントを精緻化する
第8章 マーケットとの対話は企業の責任
第9章 おわりに

目次

出版概要
発行 日経BP社
著者 デロイト トーマツリスクアドバイザリー
売価 2,200円（税込）

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/get-connected/pub/books/risk-advisory-csr/risk-management-navigating-through-the-paradigm-shift.html
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脱炭素化に向けた情報発信（4/4）

日本の新成長戦略を提言
『価値循環が日本を動かす人口減少を乗り越える新成長戦略』を刊行しました

Sustainability & Climate Initiative15

 「失われた30年」をへて人口減少に直面し、日本は「これ以上成長できない」という
停滞感に覆われている。

 本書では発想を転換し、日本が人口減少を乗り越えるための新成長戦略を「価
値循環」という考え方を軸に提唱する。

 「価値循環」とは、ヒト・モノ・データ・カネという「4つのリソース」の循環と、人口減少
下でも増加する「4つの機会」とを掛け合わせ、新たな需要創出の機会を切りひらく
考え方だ。

 さらに、「価値循環」の考え方を、環境・エネルギー、モノづくり、ヘルスケア、観光、
地域創生という5つの領域に当てはめ、日本の課題と強みが交差する10のテーマに
関し具体的需要創出シナリオを提示する。

 今後世界人口が減少局面に入ることを考えれば「価値循環」は、「22世紀型」の
成長モデルとしてこれからの世界全体の羅針盤となる可能性を秘めている。

『価値循環が日本を動かす人口減少を乗り越える新成長戦略』

第1章 変われなければ日本は沈む求められる「発想の転換」
第2章 価値循環がもたらす成長のダイナミズム
第3章 持続的成長を可能にする4つのリソースの循環
第4章 発想の転換が呼び込む4つの機会
第5章 日本を動かす10の需要創出シナリオ
第6章 世界に先駆けた「22世紀型」成長モデルへ

目次出版概要
発行 日経BP社
著者 デロイト トーマツグループ
売価 1,980円（税込）

amazonランキング
マクロ経済学1位
（2023年3月22日）

丸善丸の内本店
ビジネス書ランキング1位
（2023年3月16日～3月22日）
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SCIリーダー紹介
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パートナー
庵原一水

Geo Leader
有限責任監査法人トーマツ

パートナー
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